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論文内容の要旨
【白的】骨延長法は、凶肢延長や骨欠損の治療に広く用いられている。もし関節軟骨の延長が可能であれ
ば関節疾患の治蝶として用いることができると考えられる。今回我々は関節軟骨延長の可能性について実
験を行った。
【対象及びh法】自本白色家兎(雄、体重2.5-3.0kg)を12匹用いた。家兎大腿骨に創外固定延長器を装着
し、大腿骨頼部で関節面を含めた骨切りを行った。 3週間の待機期間後、 O.7mmX3回/週で3週間延長し、
終了後3週で屠殺した(延長群、n=7)u対照群として骨切後6.3mmの空隙を作り 9週後に屠殺した CGAP
群、 n=5)。両群とも延長部分での石灰化を抑制するために、 etidronateの筋注(20mg/kgX 2回/週)を
最初の5週間行った。矢状面で脱j天組織標本を作成し、 HE染色とtoluidineblue染色による組織学的観察
を行った。
【結果】延長群では1.2:t1.4mmの延長がで、き、延長部には軟骨様組織が連続している所見が認められた。
延長部表面にはほとんど陥凹が見られず、延長部分には丸みを帯びた軟骨細胞様の細胞が密に観察された。
深層にはtidemarkが連続して認められ、その底部の骨組織も同時に延長されていた。 GAP群では軟骨様
組織は空隙部に折れこみ、そこは線維性組織で充足されていた。脇谷らのhistologicalgrading scaleの
scoreは延長群において有患に勝っていた。
【結語】今回の実験の結果より骨切面を一定期間密着させ、その後徐々に延長することにより、関節軟骨
延長が可能であることが示唆された。これは徐々に延長することにより骨髄から遊走する間葉系細胞の細
胞密度が延長部に高く保たれていたためではないかと推察をれた。今後、経済的な変化などさらに検討す
る必要ーがあると考えている。
論文審査の結果の要旨
近年、仮骨延長法によるpq肢延長や骨欠損の治療は広く普及している。この方法で関節軟骨の形成が可
能であれば関節疾患の治療としても用いることができると考えられる。著者は、ウサギのモデルを用いて
今まで報告されたことのない関節軟骨延長による軟骨形成の可能性について実験を行った。
日本(.1色家兎雄、体重約2.fikg、12羽に対し、全身麻酔下にて無菌的に左大腿骨に特製の創外固定延長器
を装着し、大腿骨頼部で関節面を含めた骨切りを付った。 3週間の待機期間後O.7mmX3阿/週で 3週間延
長し、終了後3週で屠殺した(延長群、 n=7)。対照群として骨切後6.3mmの苧隙を作り 9週後に屠殺し
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た(GAP群、n=5)。両群とも延長部分での石灰化を抑制するために、 etidronatcの筋注(20mg/kgX2凶
/週)を最初の5週間行った。矢状面で脱灰組織標本を作成し、 HE染色とtoluidineblue染色による組織学
的観察を行った。
結果は、延長群では4.2土1.4mmの延長ができ、延長部には軟骨様組織が連続している所見が認められた。
延長部表面にはほとんど陥凹が見られず、延長部分には丸みを帯びた軟骨細胞様の細胞が密に観察された。
深層にはtidemarkが連続して認められ、その底部の骨組織も同時に延長されていた。 GAP群では軟骨様組
識は空隙部に折れこみ、そこは線維性組織で充足されていた。脇谷らのhistologicalgrading scaleのスコ
アは延長群において有意に勝っていた。
今回の実験の結果より骨切面を一定期間密着させ、その後徐々に延長することにより、関節軟骨延長が
可能であることが示唆された。これは徐々に延長することにより骨髄から遊走する間業系細胞の細胞密度
が延長部に高く保たれて軟骨形成が起こるためではないかと推察された。
旬、上の研究は整形外科領域において、軟骨面を含めた関節の形成という新たな治療法の4能性を示唆す
るものである。よって本研究者は、博士(医学)の学位を授うされるに値すると認められた。
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